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要約：本稿では、ネットワークベースのディジタルデータであるオーディオ、ビデオ及びその融合であ

るマルチメディアの品質評価について、国連傘下の電気通信諮問委員会及び関連した団体である国際電

気標準会議やビデオ品質専門化グループにおける最近の活動を報告する。オーディオについてはより低

品質へのシフト、ビデオについてはモニタリングの応用を視野に入れた活動、マルチメディアについて

は、最近のインタネットプロトコルベースの新しいメディアを対象とした品質評価活動である。 

Abstract – This paper describes recent activities of quality assessment in the fields of audio, 
video and multimedia information by focusing on some relevant works in International Telecom-
munication Union as subsidiary of the United Nations, including International Electrotechnical 
Commission and Video Quality Experts Group. For quality assessment of audio in, it is know that 
a shift to lower quality; for video, a new activity on reduced reference/no reference TV test; and 
for multimedia, targeting on emerging media on PC displays and mobile terminals. 

 
 

1 はじめに 

ディジタル方式によるテレビやラジオ放送

は既に幾つかの国で行われている。我が国で

もその方向性が打ち出された。このような新

しい状況を踏まえ，従来の品質評価法を見直

し，表現メディアに適合した情報品質評価法

の模索とその開発が各方面で進行中である(1)(2)。

本稿では，国連傘下の電気通信諮問委員会

(ITU)での動向を中心に、これまでの経緯と現
状を概観して，今後のこの分野での活動に役

立てたい。 

ITU-R の Joint Working Party (JWP) 10-
11Qが旧 Working Party (WP) 11E, 10C及び
Task Group (TG) 10-4の活動とその結果を引
継ぎ，研究課題 ITU-R 64-4/11(テレビジョン
映像の客観品質評価パラメータとその測定法

及び品質モニタリング)に基づく検討を行った。
その成果は，ITU-R の技術報告として刊行さ
れた (3)。しかし，同時にビデオ情報品質評価

に関しては，主観評価を置き換え得る客観評

価法について多くの解決すべき問題が残され

ていることも指摘された。 

一方では，オーディオの品質評価に関して

は，勧告 ITU-R BS.1387-1 – Method for 
objective measurements of perceived audio 
quality – on objective quality assessment of 
digital audioが完成し(4)，一段落ではあるが，

私見では広範囲のオーディオ品質を対象にし

ているとは言いがたい。そのため最近の比較

的低品質のオーディオを対象とした客観品質

評価法の開発が続けて行われている。さらに，

オーディオとビデオを統合したいわゆるマル

チメディア情報の品質評価法の開発について

は，現在 VQEG で技術的な検討を開始したと
ころである(5)。 

一般に ITU-T, ITU-R における活動は、公式
に承認された研究課題1(Questions)に基づき、
それに応える形で行われている。本稿で取り

上げる主題に関連した研究グループ (Study 
Group, SG)のうち、ITU-R SG 6 (Broadcast-
ing services) 及び  ITU-T SG 9 (Integrated 
broadband cable networks and television 
and sound transmission)の関連研究課題は以
下の通りである。 

表１ – 品質に関する研究課題 

ID 研究課題の題目 

ITU-R 
48/6 

In-service monitoring of perceived audio 
quality for distribution and broadcasting 
networks 

ITU-T 
4/9 

Measurement and control of the Quality of 
Service (QoS) for television transmission on 
contribution and distribution networks 

ITU-R 
44/6 

Objective picture quality parameters and 
associated measurement and monitoring 
methods for television images 

ITU-T 
21/9 

Objective and subjective methods for 
evaluating conversational audiovisual 
quality in multimedia services 

本稿では最近のオーディオ，ビデオ，マル

チメディア情報品質評価に関する研究状況に

ついて報告する。 

——————— 
1 ITU における Question は， IEC や ISO における

Approved New Work Itemに対応する。 
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2 オーディオ情報品質評価 

2.1 概要 

人間の主観（感性）を考慮したオーディオ

品質の客観評価法は、1998 年に勧告 ITU-R 
BS.1387 として出版され(6)、その後、2001 年
11月に勧告 ITU-R BS.1387-1となった(4)。こ

の一部は国際電気標準会議(IEC)の技術報告で
も参照している (7)。この評価法では、人間の

聴覚モデルを体内の音響雑音もモデル化する

形で精密化されているが、基礎となる主観評

価音源（オーディオデータ）に依存するとい

う側面があるようで、必ずしも広範囲のオー

ディオ品質に対する人間の感性をモデル化し

ていない可能性がある。このため、いくつか

のグループが、特に比較的低品質オーディオ

を対象にその客観品質評価法の開発に取り組

んでいる模様である。 

2.2 PEAQ 

オーディオ品質の聴感対応客観評価法
PEAQ (Perceived Evaluation of Audio 
Quality)は図 1 に示したように本来のオーディ
オ情報(reference signal)とそれを処理した情
報(signal under test)の両方を用いる方法であ
る。 
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図 1 – オーディオ品質の聴感対応客観評価法
の構成 

主観評価に対応した客観評価のための物理

的な特徴抽出部は、図 2 に示したように、人
間の生理的な要素もモデル化している。 
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図 2 – FFTを用いた「耳」のモデル 

図 3は耳の上級モデルである。 
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図 3 – フィルタを用いた上級モデル 

3 ビデオ情報品質評価 

3.1 概要 

始めに述べた ITU R JWP 10-11Qの成果を
更に引き継ぎ，現時点では，ITU-R SG 6に設
置されている WP 6Q がビデオ情報品質評価
法開発の任にあたっている。これを技術的な

観点からサポートしているのが国際任意団体

VQEG である。そのフェーズ１は 1997 年 10
月から 1999 年 12 月に実施され，活動報告を
公表した(8)。その後，フェーズ 2 の活動の一
環として，最近は，2003 年 3 月に米国オレゴ
ン州にあるインテル社で一週間の会合を持っ

た。ビデオ情報品質評価法開発の枠組みは，

以下の 3種類である。 

(1) 完全な基準ビデオ情報を使う方法(FR-TV) 

(2) 不完全な基準ビデオ情報を使う方法(RR-
TV) 

(3) 基準ビデオ情報を使わない方法(NR-TV) 

3.2 FR-TV (Full Reference TV test) 

ソースビデオ情報(以下 SRC と略記)とそれ
を圧縮符号化など何らかの処理をしたビデオ

情報(以下 HRC と略記)の両方を比較すること
により、処理済ビデオ HRC の品質を数値化し
ようとするものである。現実の場面では SRC
情報が得られない場合もあるが、圧縮符号化

法の開発とその評価に有効である。図 4 はこ
の枠組みを示した。 
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図 4 – FR-TV試験のモデル 
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この活動の成果は、ITU-R J.144(9)の改訂に

反映されるであろうが、可能な限り主観評価

値 (Difference Mean Opinion Score, DMOS)
を説明できるモデルが求められている。

VQEG FR-TV フェーズ 2での活動もそこに重
点がおかれている。基本的な接近法は、専門

家グループを以下の 2 つに分ける。一つは、
複 数 の 中 立 試 験 機 関 (Independent 
Laboratories)で、試験ビデオ(SRCと HRC)を
用意して、多くの評定者を使って主観評価値

(DMOS)を求める。もう一つのグループは公募
により、これまでの知見に基づき、未知（未

公開）の試験ビデオから物理的に取得可能な

パラメータを抽出して、未知の DMOS を推定
するアルゴリズムの開発とその実行可能プロ

グラムの開発をする。 

これはいわば、参加料を支払う国際コンペ

ティションで、公開されたルール (10)に基づき、

参加登録締切日(2002 年 11 月 29 日)までに、
アメリカ(5)のほか日本(1)、韓国(1)、英国(1)、
ブラジル(1)、オランダ(1)の 5 ヶ国 10 組織か
らの参加があった。開発されたプログラムの

評価の初期段階で 2 組織が脱落し、8 組織の
提案の評価が行われたが、辞退(結果公表不同
意)が出て、最終的に NASA と NTIA(アメリ
カ )、千葉大学 (日本 )、Yonsei University(韓
国)、BT(英国)、CPqD (ブラジル)の 6 組織か
らの提案が残った。どの程度、それぞれのプ

ログラムが未知の DMOS を正しく推定できた
かは、VQEG フェーズ 2 の活動の最終報告書
を参照されたい(11)。この報告書は 2003 年 3
月に開催された ITU-R SG 6/WP 6Qや ITU-T 
SG 9/WG 5の入力され審議された。その結果
の一部は、WP 6Q の議長から報告された (12) 

(ITU-R Document 6Q/158-E; 2003-05-02)。
そこでは、千葉大学(日本)を除く 5組織のモデ
ルが掲載されているが，本稿執筆時点でも、

基礎となる異なる DMOS の取り扱いの問題が
審議されている。本件はさらに 2003 年 9 月
の ITU-R SG 6/WP 6Q会議で継続審議されよ
う。 

3.3 RRNR-TV (Reduced Reference/No 
Reference TV test) 

限定された条件でしか SRC 情報が得られな
いあるいは全く得られない状況での HRC の品
質を推定する枠組みである。これは連続した

処理による劣化や最終需要者に近い点でのビ

デオ情報品質の監視（モニタリング）など、

利用場面が多く実用に直接関連する枠組みで

ある。しかし、図 5 に示したように別チャネ
ルで SRC 関連情報が得られる設定(RR-TV)と

しても、本来あるべき品質に関する完全情報

が得られないため、主観評価値を推定するモ

デルの構築と検証は今後の課題である。 
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図 5 – RR-TV試験のモデル 

これに関連した活動を VQEG では、前項の
FR-TV フェーズ 2 と時を同じくして開始した。
客観評価モデル開発に名乗り出たのは、アメ

リカ(5)、日本(1)、韓国(1)、英国(1)、ブラジ
ル(1)、オランダ(1)、フランス(1)、ドイツ(1)
の 8ヶ国 12組織であった。しかし、国際コン
ペティションのルール作りに問題が発生し (13)、

本格的な活動は、FR-TV フェーズ 2 活動の終
了後(2003-04-30)とされた。 

4 マルチメディア情報品質評価 

4.1 概要 

国際電気標準会議 IEC では早い時期から，
オーディオやビデオが融合したいわゆるマル

チメディアシステム及び関連機器に関する国

際標準化の重要性を認識して，専門部会 IEC 
TC 100 (AV・マルチメディアシステム及び機
器)を 1997 年に設置した。その中で，日本提
案により AV 通信システムの品質評価の現状
を検討するプロジェクトチーム (PT62251)が
設置され，調査検討が行われた。国内では画

像電子学会の VMA 研究会にその検討がゆだね
られ、傘下の AV 品質検討会で検討が重ねら
れた。その結果は最近 IEC から出版された(7)。 

一方では，国連傘下の ITU-R において古く
からテレビジョン放送を対象に個別メディア

毎に品質評価法の開発が行われてきた。最近

では， ITU-T においてマルチメディア情報品
質評価の研究課題が ITU-T SG 9 Q.21/9 とし
て設定され，これへの取り組みが活発になっ

ている。特に米国においては ANSI 傘下の T1
委員会（通信）の活動が目立つ(14)。 

4.2 VQEGにおける活動 

VQEG はビデオ品質を対象とするグループ
であるが，ITU-T SG 9/WG 5(品質)や ITU-R 
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SG 6/WP 6Qとの人的関係が深いことから2，
最近では 2003年 3月 6日，7日の会合で今後
の Q.21/9 への取り組みが検討された (14)。す

なわち、マルチメディアとして以下の対象候

補を検討した。 

(1) 音声無しのビデオのみ 

(2) 音声付ビデオ 

(3) 音声ビデオ融合 

この結果、さしあたり低ビットレートの音

声付ビデオについて，ビデオ主観近似客観品

質 (RRNRモデルで実時間) を対象とすること
になった。速度は 16 kbps～2 Mbpsで，サイ
ズは CIF/QCIFを対象に，フレームレートは 0 
fps から 30 fps とする。基礎となる試験ビデ
オプールと主観品質値(MOS)の収集について
は，最終的には PC モニタ，携帯端末など実
勢に合わせた表示装置を使い，視距離につい

ても再検討する必要があることを認識したが，

当座は従来通り高品質スタジオ CRT モニタを
使うこととした。 

試験ビデオプールは 1 分から 3 分の長さで，
テレビ会議，映画，スポーツ，自然映像，音

楽ビデオ，広告ビデオ，字幕スーパ，ニュー

ス放送，PC 画面，ホームビデオなど広範囲の
コンテンツを用意して，仮想劣化回路(HRC)
としては， ITU-T P.911(15)に示されている

MM4から MM6を実現する。 

現在，ITU-T SG 9/WG 5で検討されている
図 6 のマルチメディアモデルについては，イ
ンテル社の実験によれば，必ずしも音声品質

とビデオ品質間の相互作用 )VA qq ( ， )AV qq ( は

認められないという報告があった。 

 Auditory 
Source 

Visual 
Source 

Auditory Quality 

Visual Quality 

Differential
Delay 

 
Multimedia
Quality 
Integration 
Function 

Task 

Aq (Vq) 

Multimedia Quality 

Vq (Aq) 

 

図 6 – マルチメディアモデルの基本構成要素 

マルチメディアの総合品質モデルとして、次

式が考えられている(16)。 

——————— 
2 ITU-T SG9/WG5 の Chair と VQEG の co-chair は同一
人物。 

videoaudiop MOSMOSMOS βα +=  

しかし、これもマルチメディアを受容する人

間の感性をこのモデルで表現できるか否かは

今後の主観評価結果を待たなければならない。 

今後、RRNR-MM グループによる試験計画

が確定されて、参加者を募ることとなろう。 

5 おわりに 

本稿では、ネットワークベースのディジタ

ルデータであるオーディオ、ビデオ及びその

融合であるマルチメディアの品質評価につい

て、国連傘下の電気通信諮問委員会及び関連

した団体である国際電気標準会議やビデオ品

質専門化グループにおける最近の活動を報告 s
した。 

マルチメディア情報は様々な表現形態をと

り、それが様々な再現方法で幅広い品質で人

間需要者に提供される。この観点から真に必

要とされる品質で情報が管理されるべきであ

り、このためには、主観評価に密接に関連し

た客観評価法の開発とその国際合意形成が望

まれる。 

現在は、 ITU 主導で国際合意の形成とその
勧告化が進行しているが、ITU 側からシステ
ムや機器に関する国際標準化に責任を持つ

IEC や ISO との共同作業も望まれている。関
連システムの設計・供給側だけでなく、その

最終消費者の参加が期待される。 

なお、本稿では、客観評価に側面に限定し

たが、これと平行して主観評価の積み重ねと

そのデータベース化が、基本的なインフラと

して重要になろう。 
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